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  連結子会社間の吸収合併及び特定子会社の異動 

並びに子会社の商号の変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2026年 10月１日を効力発生日として、当社の連結子会社

である株式会社 Qualiagram（以下、「Qualiagram」という）と当社の連結子会社である２Links株式

会社（以下、「２Links」という）との合併（以下、「本合併」という）を決議いたしましたので下

記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は当社の連結子会社間の合併であるため、開示事項・内容を一部省略しております。

併せて、本合併により特定子会社である２Linksは消滅し、当社の特定子会社に該当しないことに 

なります。 

また、存続会社である Qualiagram は、同日付で、商号を「株式会社 NAJIM works」に変更するこ

とについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．合併の目的 

 当社グループは、「NEW NORMAL ACCELERATION」をパーパスに掲げ、営業・顧客接点領域における

DX支援及び現場に根ざした生成 AIの活用を通じて、あらゆる産業のコミュニケーションの最適化

を目指しております。 

近年、生成 AI、AIアバター、音声対話、デジタルコンテンツ、オンラインコミュニティ等の技

術・サービスは急速に進化する一方、デジタルに不慣れな生活者や、導入・運用ノウハウを有しな

い企業・自治体では、十分に活用されていないという課題があります。また、新たな技術を導入す

るだけでなく、利用者の理解、利用開始、定着及び継続利用までを含めて、現場で活用され続ける

サービスとして実装することが求められております。 

このような環境のもと、当社グループは、生成 AIを活用したシステム開発、AIオペレーター、

AIアバター接客 UI等に関する AI実装・対話設計力を有する Qualiagramと、当社グループが有す

る生活者向けサービスの企画・運営力、デジタルコンテンツの収益基盤及び利用促進・継続運営の

ノウハウを統合し、新しい体験を企画、開発、提供及び運営まで一気通貫で事業化する体制を構築

することを目的として、本合併を行うことといたしました。 

本合併により、AIプロダクトを単に開発するだけでなく、AI・人・コンテンツ・コミュニティ・

接客 UIを組み合わせ、生活者が自然に利用でき、継続的に活用されるサービスとして提供・改善す

ることが可能となります。また、当社グループが有する店頭・イベント等のリアルな顧客接点、オ



ンライン・有人サポート及び教育・定着支援の機能を活用し、サービスの理解促進から導入、定着

及び継続利用までを一体的に支援してまいります。 

存続会社となる Qualiagramは、本合併を機に商号を「株式会社 NAJIM works（ナジムワーク

ス）」へ変更いたします。 

「NAJIM works」は、日本語の「なじむ」に由来する造語であり、「新しい体験を、日常になじむ

かたちへ。」という想いを込めた名称です。AIやデジタルサービスを、特別な技術として提供する

のではなく、生活者の日常行動や企業・自治体との接点に自然に組み込み、誰もが継続的に活用で

きる状態を目指すものです。 

今後、NAJIM worksは、AIオペレーター、AIアバター接客 UI、デジタルコンテンツ、コミュニテ

ィプラットフォーム等を組み合わせ、生活者向け、法人向け及び自治体・公共領域向けの新たなサ

ービスを企画・開発・運営してまいります。 

初期的な重点領域としては、生活環境や社会との接点が大きく変化する退職前後の生活者に着目

し、日々のコンテンツ、コミュニティへの参加機会、家族とのコミュニケーション、情報・相談の

整理及び必要なサービスへの接続等を一体化したサービスモデルの構築を目指します。その知見

を、企業における退職準備・生活移行支援や、自治体における住民接点・制度案内・相談支援等の

領域へ展開してまいります。 

さらに、当社グループが有する営業・顧客接点領域の知見、ドコモ関連事業をはじめとする生活

者との接点及び法人・自治体向けの提案力を活用し、サービス利用料、ライセンス収益、導入・運

営支援収益及び提携・送客収益等の継続的な収益機会を創出することで、当社グループ全体の中長

期的な企業価値の向上を図ってまいります。 

 

２．合併の要旨 

（１） 合併の日程 

取締役会決議日  2026年８月 14日 

合併契約締結日  2026年８月 14日 

合併効力発生日  2026年 10月１日（予定） 

（２） 合併の方式 

Qualiagramを存続会社、２Linksを消滅会社とする吸収合併です。 

（３） 合併に係る割当ての内容 

本合併は当社の完全子会社同士の合併であるため、本合併による株式及び金銭等の割当

てはありません。 

（４） 合併に伴う新株予約権及び新株予約権社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名称 株式会社 Qualiagram ２Links 株式会社 

（２）所在地 東京都港区港南２丁目 16−４ 東京都港区港南２丁目 16−４ 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 吉井 雅己 代表取締役 桑野 隆司 

（４）事業内容 システム開発、コンサルティ

ング事業 

貸事務所業、コンサルティン

グ事業 



（５）資本金 

（2026 年６月 30 日現在） 
５百万円 ５百万円 

（６）設立年月日 2020 年 11 月 12 日 2020 年５月 19 日 

（７）発行済株式数 

（2026 年６月 30 日現在） 
1,000 株 1,000 株 

（８）決算期 ９月 30 日  ９月 30 日 

（９）大株主及び持株比率 

（2026 年６月 30 日現在） 

株式会社ピアズ：100% 株式会社ピアズ：100% 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2025 年９月期（単体） 2025 年９月期（単体） 

純資産 6 百万円 △55 百万円  

総資産 77 百万円 164 百万円  

１株あたり純資産 6,373.09 円 △55,101.49 円 

売上高 26 百万円 683 百万円  

営業利益 △39 百万円 245 百万円  

経常利益 △39 百万円 239 百万円  

当期純利益 △40 百万円 254 百万円  

１株当たり当期純利益 △40,762.48 円 254,322.71 円 

 

 

４．合併後の状況 

本合併により、存続会社は消滅会社の事業を継承いたします。存続会社の所在地、代表者、資

本金及び決算期の変更はありません。なお、存続会社は本合併の効力発生日付で、商号を「株式

会社 NAJIM works」に変更する予定です。 

 

５．今後の見通し 

本合併は連結子会社間の合併であるため、当社の連結業績に与える影響は軽微であります。 

一方で、本合併及び商号変更は、当社グループにおける AI活用、顧客接点 DX、デジタルコン

テンツ、コミュニティ関連事業を一体的に推進するための事業基盤の整備を目的とするものであ

り、中長期的には、生活者向けサービス、法人向けソリューション、自治体・公共領域への展開

を通じて、当社グループの成長領域拡大に資するものと考えております。今後、開示すべき事項

が発生した場合は、速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 



（参考）当期連結業績予想（2026年５月 14日公表分）及び前期連結実績 

単位：百万円 

 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

当期連結業績予想 

（2026年９月期） 
7,800 445 425 270 

前期連結実績 

（2025年９月期） 
6,103 559 497 432 

 


